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◎ 都道府県農業会議会長会議が開催されました

11月13日に東京都千代田区の「蚕糸会館」において、都道府県農業会議会長会議が

開催されました。

二田全国農業会議所会長から、農地中間管理機構、経営所得安定対策及び米の生産

調整の見直しなど、政府の対応は拙速で農家のことを思わない対応にも見える。農地

中間機構関連法案は長年の要望を取り入れ期待は大きいが、強い圧力があり、地域調

整の否定、貸付けできない農地の契約解除など問題がある。規制改革会議、産業競争

力会議は現場を知らずに疑念を持ち排除の論理で進んでいる。これらを払拭するため

明日緊急集会を開き、国会議員に要請活動を行うと挨拶がありました。

挨拶後、愛媛、沖縄県各農業会議会長の異動報告がありました。

協議事項では、当面の農政対策及び農地中間管理機構並びに規制･制度改革をめぐ

る情勢と今後の組織対応、平成26年度農業委員会関係予算の概算要求等につて説明が

されました。

そして、11月14日開催の地域に根ざした農地･農業委員会制度を推進する緊急集会

での3件の要請事項について、また、平成25年12月5日開催予定の平成25年度全国農業

委員会会長代表者集会の要請・申し合わせ事項等について要請内容等の説明があり了

承されました。

引き続き、情報事業の推進等では、全国農業新聞の普及の現状と取り組み強化等に

について説明がされました。

◎ 地域に根ざした農地・農業委員会制度を推進する緊急集会が開催されました

11月14日に東京都千代田区の「主婦会館プラザ」において、全国農業会議所主催に

よる「地域に根ざした農地・農業委員会制度を推進する緊急集会が行われました。

二田全国農業会議所会長から、農地中間管理機構関連法案がいよいよ審議入りし、

生産調整等の見直しもあり、全国の農業者から疑念の声が上がっている。本日は、農

地管理機構関連2法案に関する要請など3要請を協議いただき、決定後、各県で国会議

員に要請をお願いしたいと挨拶がありました。
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挨拶後、農地･農業委員会制度を巡る規制改革会議等の検討状況の報告があり、そ

の後 「農地中間管理機構関連2法案に関する要請(案) 「地域に根ざした農地・農、 」、

業委員会制度の推進に関する要請(案)」及び「経営所得安定対策及び日本型直接支払

の確立に向けた要請(案)」の提案説明があり、採択されました。

、 、 。集会終了後 愛知県選出の国会議員に対し 農業会議職員が要請活動を行いました

なお、農地中間管理機構関連2法案は農業者等による協議の場の設置等などを追加

修正し、11月27日に衆議院で可決し参議院の審議に入りました。

◎ 常任会議員会議（１１月）の審議状況について

11月15日に「愛知県白壁庁舎」において、農地法等に係る愛知県知事からの諮問に

対する答申を審議する常任会議員会議を開催しました。

11月の諮問は 農地法第4条に基づく転用事案34件(平成23年11月34件) 13,729㎡(同、 、

10,066㎡)、同法5条に基づく転用事案240件(同223件)、173,483㎡(同165,995㎡)につ

いてそれぞれ審議し、いずれも原案どおりで差し支えない旨承認されました。

また、事務局から11月13日の都道府県農業会議会長会議並びに、11月14日の地域に

根ざした農地・農業委員会制度を推進する緊急集会で決定した3件の要請について報

告を行いました。

◎ 平成２５年度東海・近畿ブロック女性農業委員研修会が開催されました

11月22日に京都市南区の「ホテルセントノム京都」で平成25年度東海・近畿ブロッ

ク女性農業委員研修会が開催されました。

「きょうと女性農業委員の会」大久保副会長から、農業委員活動は、農地の保全、

担い手育成など、地域農業の発展に務めており、特に、女性は食育等に意識が高いの

が特徴ですので、次期農業委員の改選に向け更なる女性登用についての活動をお願い

したい。また、全国女性農業委員ネットワークの活動も3年目となり、各地域での良

い事例を参考に活発な活動をお願いしたいと挨拶がありました。

研修は、近畿農政局経営支援課の田中課長補佐から「地域農業の活性化や６次産業

化に女性の能力を活かすために 独立行政法人農業者年金基金の中園理事長から 農」、 「

業者年金の普及推進について 全国農業会議所農地・組織対策部の高橋職員から 第」、 「

22回農業委員統一選挙に向けた女性農業委員登用の取り組みについて」の情報提供が

あり、株式会社エムスクエア・ラボの代表取締役加藤百合子氏が「農業イノベーショ

ンで明るい未来を！～農業×○○、○○に何を入れますか？～」の演題で、農業関係

は需給のミスマッチの解消、顔の見える取引の必要性、女性経営者の信条などの講演

が行われました。

引き続き 「女性の熱意と行動で魅力あるムラ・農業経営づくりを進めるには」を、

テーマに、出席者が10グループに別れてグループディスカッションを行い、活発な意

見交換が行われました。
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◎ 豊川市農業委員会が食農体験講座パート２を開催しました

11月23日に豊川市の耕作放棄地を再生した農地において、豊川市農業委員会主催の

「食農体験講座(種まきからそば打ちまで)パート２」の講座を開催しました。

、 、市内の親子8組18人が参加して 8月末に自分たちが手蒔きをしたソバの収穫作業を

講師の寺部翼農業委員、荒井正己農業委員から説明を受けながら体験をしました。そ

の後、会場をひまわり農協の「わいわいホール」に会場を移して、講師に榎田定司氏

を迎え、石臼を使ったソバ挽き、そばがき作りの体験を行い、作ったそばがきをおし

るこに入れて味わいました。

尾浦豊川市農業委員会会長始め10名を

超える農業委員も駆けつけ、収穫の指導

や体験を行う参加者を見守っていました。

今回ソバを作付けした畑(約30ｱｰﾙ)は、

農業委員会の初めての取り組みとして、

市の耕作放棄地解消事業を活用して

農業委員が草刈りや耕起を行い再生した

もので、担い手へ貸し付けられることと
ソバの収穫体験をする参加者ら

なっています。

「今回初めてのこの講座を開催した。この取り組みを通して市内の荒れた農地を減

り遊休農地を解消につながれば、挑戦したかいがあった」と尾浦豊川市農業委員会会

長も語っていました。

◎ 平成２５年度愛知県農業委員会事務研究会総会が開催されました

11月28日に名古屋市中区の「愛知県水産会館」で、平成25年度愛知県農業委員会事

務研究会総会が、市町村農業委員会事務職員の資質の向上や所掌事務の効率化、会員

相互の研さんと親睦を図ることを目的に開催されました。

事務研究会の中井一之会長(豊橋市農業委員会事務局長)の挨拶後、平成24年度の事

業報告や平成25年度の事業計画、役員改選などの議案が提出され、各議案とも会員出

席者多数の賛成で可決承認されました。

総会終了後に研修会が行われ、農林水産部農業振興課主任三輪千尋氏から「農地基

本台帳の適正整備と法定台帳化等に向けて」の基調報告がありました。

基調報告後 「農地基本台帳の適正整備に向けた取り組みと農地銀行(農地バンク)、

活動の推進について」をテーマに、パネリストに日進市農業委員会係長所俊邦氏、豊

田市農業委員会担当長酒井一裕氏 、豊橋市農業委員会主任主事杉浦洋子氏、助言者、

に農林水産部農業振興課主任三輪千尋氏を迎え、農業会議の鳥居英一農政課長のコー

ディネータのもとパネルディスカッションを行いました。

研修会は、農地中間管理機構や農地基本台帳の法定化もあり参加者も真剣に受講し

質問も多く時間を延長し終了しました。
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◎ 農業経営士協会４０周年記念大会が開催されました

11月7日に名古屋市中区の「ヒルトン名古屋」において、小川愛知県副知事、

森東海農政局長、倉内農協中央会長、川上農業会議会長等多くの方が出席され、農業

経営士協会40周年記念式典が開催されました。

記念式典は、近藤愛知県農業経営士協会会長の挨拶、都築理事の活動報告後、

中野治美様始め13名の皆様に小川副知事から感謝状の授与が行われました。

感謝状の授与後、協会設立40周年を契機に 「愛知県農業経営士協会は、農業経営、

に自信と誇りをもって、これからも地域のリーダーとして、食の安全・安心を守り

日本一元気な“あいちの農業”の実現に向けて取り組みます 」と中島理事の説明で。

参加者全員の賛同を得て大会宣言を採択しました。

また、記念式典に先立ち、コラムニストとして大活躍をしている勝谷誠彦氏が

「文化としての農業と国際化」と題し記念講演が行われました。

◎ 平成２５年度農業経営士等の認定式が開催されました。

11月22日に名古屋市中区の「愛知県庁本庁舎講堂」において、去る10月17日の認定

会議において認定された、農業経営士27名、青年農業士25名、農村生活アドバイザー

25名の認定式が大村知事、近藤農業経営士協会会長、浅岡青年農業士連絡会会長、

稲葉農村アドバイザー協会会長等多くの方が出席され認定式が開催されました。

認定書の授与は 農業経営士は禰宜田時晴様(碧南市) 青年農業士は鈴木紳也様(田、 、

原市)、農村生活アドバイザーは三浦和子様がそれぞれ代表され大村知事から認定書

を授与されました。

認定書授与後、大村知事の挨拶に続き、農業経営士、青年農業士、農村生活アドバ

イザーの認定者代表から今後の抱負とお礼の挨拶があり、来賓を代表し稲葉農村生活

アドバイザー協会会長の祝辞をいただき閉会しました。

また、認定式に先立ち、愛知６次産業化プランナーの有限会社Ｆ.Ｔ.Ｙ代表取締役

山村友宏氏が「農業経営を発展させるには」と題して記念講演が行われました。

◎ 今後の主な行事予定

１２月 ４日 平成25年度農業者年金加入推進セミナー（東京都）

１２月 ５日 平成25年度全国農業委員会会長代表者集会（東京都）

１２月１０日 女性農業委員特別研修会（アイリス愛知）

（ ）１２月１０～１１日 第23回東海・近畿・福井ﾌﾞﾛｯｸ稲作経営者研究大会 兵庫県

１２月１４日 「農の雇用事業」研修生の研修会（中村区）

１２月１６日 常任会議員会議（白壁庁舎）

１月 ９日 平成25年度農業者年金業務担当者研修会（ＪＡあいちビル）


